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「御上洛東海道」に比べ、やや保守的な東海道風景に、笹竜胆紋の家茂を組み合わせる手法は両者に共通
していると考えつつも、「末広五十三次」は今まで考えられなかった武装軍団としての大名行列と判断す
るところに新しさを感じる。
本章でより注目すべきは、「御上洛東海道」とほぼ同時期の家茂の上洛を描いた三枚続錦絵についての
論述である。三枚続きのパノラマ的大画面の風景の出現を、新しい時代感覚を持つ錦絵と考えており、東
海道中の風景において、この視点からのさらなる研究が期待される。
現在、この研究に対する先行研究は少ないとはいえ、広重「東海道五十三次（保永堂版）」からの伝統
の中に、いかに「御上洛東海道」が位置づけられるのかをより詳しく論じる必要性も認められようか。だ
がこの論文は、従来、研究が遅れていた本シリーズについて、堅実ながらもこれまで論じてきた多様な視
点から考究の光を当てた独創的な論考であるとも考えられる。以上、提出論文審査委員名は、論文審査、
2011年月17日の口頭試問および公開発表会の結果、山本野理子氏が本論文によって博士（芸術学）の学
位を受けるに値すると判断して、ここに報告する次第である。
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